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4回目 演 算 子

」a∨ aプログラミング I

1ピ 今日の講義で学ぶ内容

・演算子とオペランド、式

・様々な演算子

・代表的な演算子の使用例

9掛 け卦の[記 E〕は × ではた1<)っ。
*(アスタリスク)を {吏いそます

割り算の記号は ÷ではな <、 /(万ッシュ)を使います
|          ~

三ヽニダ/.                   /

|

蜃鰈 と言撃響
み合わせにより構成される数式です

例えば、

/νへ /ヽハ ンう´ ´

島J一般に式は演算結果を持ちますが、演算結果をもたない特殊な

式もあり哉す。]avaプログラミングⅡで解説します
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num:オペランド

単一の変数も式と呼びます

num:単一の変数

root
Approved



ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample4_1.java

覺
hⅥツ

`

//変数を用いた式

class Sample4_

{

public static void main(String[]

{

args) っじ
イ

//変数宣言と初期化

器Ⅲ●」 ヽ
ヽ

、
、

ノ

／ 令
―

―

―

―

―

―

―

、

二 〇 十〇
//numlと num2の四貝」計算

沸:  嗜 ん

int subj 12

12 Sub~=

むi:1硝当亜亜BF
int´  ivj タ

介 div =

//計算結果の出カ  ノδ
System.out.println(numュ

↓′
‖
と"鳥

System.out.printin("不□ = ::+add)」

System.out.println(11瑳皇 = 
‖+sub)j

System.out.println(‖ 不責 = ::+mul)3

System.out.println(::7彗  = ::+div)j

∂
num2

1Σ

I)
ク安

よ

↓
‖の四則計算 :‖ )j

掛け算は xではなく
*(アスタリスク)を使います

割り算は ÷ではなく

/(スラッシュ)を使います

実行画面

15と 3の四貝」計算 i

禾El = 18

差 =■ 2

積 =45
商 =5
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■算術演算子

加算 (文字列準結)

&   ビット論理積

|   ビット論理和

^     ビット排他白旬論理禾日

■シフト演算子

くく   左シフト

>>   右シフト

>>>  符号なし右シフト

■その他

+   プラス ¨
―   マイナス 【単項演算子】

～   1の 補数「反転」【単頂演算子】

■インクリメント・デクリメント演算子
++   インクリメント〔

…
―   デクリメント 【単項演算子】
■関係演算子
>   より大きい

以上

未満

以下

等 しい

等しくない

■論理演算子

!    論理否定 【単項演算子】

銀   論理積

‖   論理不□

■条件演算子

?:  条件 【三項演算子】

■代入演算子
~~/

>=

く

く=

:=

減算

乗算

除算

莉荼 彿7)

1   演算子の種類

演算子は、算術演算子、ビット論理演算子、シフト演算子、インクリメント・デクリメント

演算子、関係演算子、論理演算子、条件演算子、代入演算子など多彩な分類をもちます

ランドの数により単項、二項、三項演算子と呼ばれます

オペランドが ■つ

例えば、十+(イ ンクリメント)

オペランドが 2つ

例えば、十、■、*、 /(四則計算)

オペランドが 3つ
]avaでは0佳―であり、 P:(条件演算子)

力0算演算子+ (壼 算と⊆字列

豪ぞ罫多召器讐暑讐まζfttLかに決まります
メ

リ
賓テ

｀

|

・文字列連結  いずれかまたは両方のオペランド       とき
0カB  算 それ以夕い爾らともそ7鳳
蜃≧ゾHe110"などの文字列リテラルはString型とみなされます

9次 のコー ドを実行すると、右のように出力されます

System.out.println(‖ ABC::+‖ DEF:1)3

System.outoprintln(:=ABC::+50)5

System.out.println(20+50)5

Ｅ

０

Ｄ

５

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

０

Ａ

　

Ａ

　

７

↓
　
　
↓
　
　
↓
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//剰余付き害」り算プログラム
塾

class Sample4_2

{
public static void

{

//キーボー ド準備
BufferedReader brJ
br = new BufferedReader(new

躍 数用の変数
■nt numl, num2, tmpJ
int div3   //商
int modi   //余 り

//整数の入力

``∫

晋
lttl量ゴEう

jう/%は余りを計算する)寅算子

蝉
&熱 ,3θ

は

≫

System.out.println(numl+:: ÷ 
‖
+num2+‖  = :i+diV+1' あま り "+mOd)」

な   ご   ⊇    ご

衛οう

main(String[]argS)thr2WS IOException」 (2)  オー可、I
b鴨

InputStreamReader(Systemoin))3)の

System.out.println("#乗 」余付き割り算92つ の撃数を入力して<ださい。 ")J

ソースコード例
ソースフアイル名 :Sample4_2.java

ζ≠2

―
↓

■

7・/・ 」

一 ↓

2

実行画面

#乗」余付き割り算#

2つの整数を入力してください。

1つ目の整数を入力して<ださい。

1■

2つ日の整数を入力してください。

11÷ 4=2あ まり 3
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インクリメント・デクリメント演算子

インクリメント演算子

e・ζ現す非
デクリメント演算子

f↓し    雀型尾薫|:察房贅9暦悪告讐普
立重菫

変数 aを演算結果とした後、3の値を 1増やします
変数 aの lLEを 1増やした後、aを演算結果とします

8 後置デクリメント

前置デクリメント

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :sample4_3.java

オペランドの変数の値を 1減らします

演算結果は次のようになります

変数 aを演算結果とした後、aの値を 1減らします

変数 aの値を 1減らした後、aを演算結果とします 薇

9演 算結果が出されるタイミングに注意しましょう 。

´

取

得

。んりXラト
組

//前置・後置インクリメン ト
class Sample4_
{

public static vOid main(string[]args)
{

//変数の宣言と初期化
int al=o, a2=Oj
int b=o, c=oj

θ

■

System.outoprintln("al=‖ +al)j 0
System.outoprintln(:ia2=::+ a2)J 0

1:ifン
トのコヽ

:|:::|:||::||:|:|||lξ i:当:写lil」

111::il∫

::,1]i):;:

Systemoout.println(::a2=‖ + a2)」
■

//単独で用いると 1増えるだけ
回 ■  al→ R

町 溝 垂 鶉 下り凩 要賽 ζヱニ
|ィj峰

軸

System.out.println(‖ 前置インクリメント ++a23‖
)」

Systemooutoprintln(‖ al="+al)J〕
System.out.println("a2=‖ +a2)」 R

０

■
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実行画面

al=0

a2=0

後置・ 前置インクリメントをします

後置インクリメント(b=al+十 」)b=0
前置インクリメント(c=++a25)C=1
al=1

a2=■

単独で後置・ 前置インクリメン トもできます

後置インクリメン ト al++j

前置インクリメン ト ++a2j

al=2

a2=2

磁Jイ ンクリメント・デクリメント演算子では、

そのオペランドの変数の値そのものが演算前と演算後で変化します

一般に、式を計算するとき、オペランドの値を用いて演算結果を計算します

オペランドの変数の値は参照されるだけで、新しい値が代入されることはありません

例えば、

例タトとして、インクリメント・ デクリメント演算子と代入演算子 (次に説明)では

オペランドの変数に新しい値が代入されます

例えば、

numは参照されるだけです

変数 numの値はそのままです
iは参照されるだけです

変数 iの値はそのままです

前置インクリメン

トなので、加算さ

れた後の変数 iの

値が演算結果です

インクリメント演算子

iの値が変わります

変数 iの値は■力0算されます

… 6/11 ¨



)'ワ
1・しイ

'~｀

し/
代入演算子

左辺と同じ変数を使用することもできます .

用いて演勲 をした後、結果を左辺に代入します

代入され左道です

■には次のような演算子を入れて利用できます

とすべ協面に出発Lれます

プ筐奮軍冒言8屋菫鰺 亀することは少なバイζ

鴨 叩   3

9代 入演算子の演算結果の例として

int n3

System.out.println〈 こ〒・⊃);
とすると、10が画面に出力されます

惨 右辺の式に、

出 :ツ

/′

餡
C

◎C=0
0-―=~b
a *= b

a /= b

a %= b

a &= b

al=b
a ^= b

a くく= b
a >>= b

a >>>=b

加算+代入

減算+代入

乗算+代入

除算+代入

剰余+代入

論理積+代入

論理和+代入

lJ卜他白旬論邸 □+代入

左シフ ト+代入

右シフ ト+代入

符号なし右シフ ト+代入

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

¨

＊

／

％

＆

Ｉ

Λ

値が変わります

変数 nの値は 10になります

′＼浚十

機能的には

a■圭 b

と

a=a■ b

は同じです

…
a =

a =

a =

a =

a =

a =

a =

a =

a =

a 〓

くく b

>> b

>>> b

7/■■ ―



惨 複合的な代入演算子の演算結果の例として

int n=,ぅ              な
System.out.println(1+=■ 3)3        4
とすると、■5が画面に出力されます

9右 辺の式に、

int n=53

n,ln・ 回
'System.outeprintin《 0)3

とすると、10が画面に出力されます
ヽ

_

9促貪        目的《碧嵯藍憂医亘匝亜〕潜す
複合的代入演算子自身の演算結果を利用することは少ないです

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample4_4.jaVa

左辺と同じ変数を使用することもできます

n+=n3

//複合的な代入演算子を用いた総計処理

class Sample4二 4

{

public static void main(String[]args)

{

int sum=o3//総 計用の変数、ゼロで初期化

//処理内容のメッセージ

System.out.println(‖ 3つの整数の総計を求めます。
‖

)」

Systemooutoprintln("1つ 目の整数は 3")j

sИ Иイ(sum ilョ  33

system.outoprintln("2つ 日の整数は 5‖ )3

sum圧ヨ 5j

げ Sttn i ,

Sじイン1'I::::::::::::三二三「
System.out.println("3つ 目の整数は 2")j rυ

,И Ч
sum iヨ 2j

StAレイ(

//総計の表示 /θ

System.outoprintln(‖ 総計は
‖+sum+‖です。・ )」

実行画面

3つの整数の総計を求めます。

1つ目の整数は 3

2つ目の整数は 5

3つ目の整数は 2

総計は 10です。
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aくくb 左シフト演算子

変数 aのビット列

シフ トの回数 b

ども寧

シフト演算子      くく、>>、

シフト演算子

>>>  指定ビットシフトします

演算結果は指定ビットシフトした値です

bビット分 aのビット列を左ヘシフトし、

右を 0で理めます

じ シフト演算子のオペランドの変数の値は

加算や減算などの算術演算子と同様に

演算前と演算後で変化しません

bビット分 aのビット列を右ヘシフトし、
aが正の場合は 0で、負の場合は 1で左を埋めます

り 右シフト演算子は左側をO又は 1で埋めることに
よリシフトする値の正負を保持します

bビット分 aのビット列を右ヘシフトし、
0で左を埋めます

>>>b符号なし右シフ ト演算子

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample4_5。 java

実行画面

４

　

１

a>>b 右シフ ト演算子

変数 aのビット列

0 p・

//シフ ト)寅算
class Sample4_
{

public static void main(string[]

{

int i=2, ans」

//シフ ト演算例
ans=iく く lj//1ビ ッ ト左ヘ
System.out.println(anS)j
ans=i>>13 //1ビ ッ ト右ヘ
System.outoprintln(anS)5

}

}

args)

(2倍 )

(0. 51音 )

… 9/1■  ―



//シフ ト演算の働き

class Sample4_6

{

public static void main(String[]argS)

{

int i3

short num=55

//ビット列出力

System.outoprint("シ フト前 ")J
fOr(i〓 OJ iく ■65i++)

System.out.print(Ox0001&(num>>(15-i)))」

System.out.println(::(b)i=)」

//シフ ト演算

num くく= 25

//ビット列出力

System.out.print(・ シフト後 ")j
fOr(i=0」 iく 16J i++)

System.out.print(oxo001&(num>>(■ 5… i)))J

System.outoprintln(I=(b)=:)5

ソースコード例

ソースフアイル名 i Sample4_6.java

実行画面

シフ ト前  0000000000000101(b)

シフト後 0000000000010100(b)

― ■0/1■



鯉 今日の講義のまとめ 器

・式は、演算子とオペランドからなります。演算子は演算の種類、オペランドは演算の対象

です。また、式は演算結果を持ちます。

・ 演算子には算術演算子やインクリメント・デクリメント演算子、代入演算子など多<の種

類があります。演算子はそのオペランドの数により単項/二項/三項演算子に分類されます
`

・加算演算子は、文字列連結と加算の2つの役割をもちます。そのオペランドの種類により

どちらかに決まります。

・インクリメント演算子は、オペランドの変数の値を 1増やします。デクリメント演算子は、

オペランドの変数の値を 1減らします。それぞれに前置と後置の書き方があり、これに依存

して演算結果が出されるタイミングが決まります。

・代入演算子は、右辺のオペランドの値を左辺のオペランドの変数に代入します。代入演算

子と算術演算子などを組み合わせた複合的な代入演算子もあります。

■壼■ロ
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